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～ 今 後 の 取 り 組 み ～ 

 

 

１．自主防災組織の立ち上げを推進します                      

 

自主防災組織とは、「自分たちのまちは自分で守る」という、地域住民の連携に基づき結成さ

れる防災組織であり、災害の発生時に、住民が連携を取り、互いの身を守るための防災活動を行

う組織です。 

災害は、いつ発生するか分からないし、大規模災害の場

合、公的機関による支援、救出、救護が期待できないこと

があります。 

  このような事態が発生したときに、救助の手を差し伸べ

ることができるのは、身近にいる地域の方々です。 

  自主防災組織を結成し、災害発生時の役割分担などの体

制を整えておくとともに、災害時要援護者、避難経路など

の情報を共有化することで、一人でも多くの命を守ること

を目的に自主防災組織の立ち上げを推進します。 

 

～ 班体制と連絡網を作ってみませんか？ ～ 

 

自治会等の中に新しく自主防災組織を作るのではなく、今の自治会等を自主防災組織として活

用してみてはいかがでしょうか？ 

現在の自治会等組織の中でも、分野ごとに「班」などが設置されているところもあるかと思い

ますが、次に一例として示しているような「班」をつくって防災活動にあたることも、立派な自

主防災組織です。 

 

    【例：自主防災組織の班】 

 

事務局 
 組織を総括する 

 （会長、副会長、庶務、会計） 

連絡班 
 市からの防災（避難）情報を受け、自治 
会等内住民へ連絡する体制及び安否を確認す 

る体制作り 

支援班 
 自治会等会員において、災害時に支援を要 

する方の把握及びそれらに対する支援者の確 

保などの支援体制作り 

その他 
 自治会等の実情に応じて「班」を設置する 

ことも可【例】救護班 
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既に連絡網を作成している自治会等もあるかと思いますが、連絡網を作成することは、避難情

報の伝達や安否確認などに大変有効です。 

 

    【例：連絡網】 

 

 

 

 

 

 

【お願い】 

皆さまのお手元に、「自主防災組織等に関するアンケート」をお配

りしております。 

本日、ご記入のうえ、ご提出下さいますよう何卒お願い致します。 

ご記入が終わりましたら、机の上に置いておいてください。 

 

市 

情報伝達者 

①●太郎 ②○花子 ③△二郎 ④■三郎 ⑤★四郎 

１班 ２班 ３班 ４班 

支援班 連絡班 

班員 班員 班員 班員 

①各班員の安否確認は、それぞれの班長が電話により行なう。 

②会長はそれぞれの班長から確認報告を受け、状況を把握する。 

③支援班は、それぞれの支援対象者へ連絡するとともに、支援体制を実施する。 
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２．情報伝達のためにメール配信システムの導入                    

 

（１）緊急速報「エリアメール」の導入 

気象庁が配信する緊急地震速報や、北秋田市が配信する災害・避難情報を、北秋田市内にい

る方で、ドコモ社製の携帯電話をお持ちの方に対して、携帯電話にメール配信します。メール

を受ける方は一切無料でご利用できます。 

 

 

   

 お申し込み 

（ 登 録 ） 
不 要 

 

使用料・受信料 無 料 

受信できる人 

北秋田市内でドコ

モ社製の携帯電話

をお持ちの方 

※受信するには設定が必要な機種も一

部あります 

 

 

（２）防災情報メール配信システムの導入 

全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）からの緊急地震速報、気象警報などに加え、北秋

田市が配信する災害・避難情報を、事前に登録している方に対してメール配信します。 

   災害が起きている地区や、避難情報が出されている地区などを抽出して配信することが可能

です。 

 

 

         

 

   

 お申し込み 

（ 登 録 ） 
必 要 

 

使用料・受信料 
使用料無料 

受信料有料 

受信できる人 
事前に登録された

方 

 

  ※Ｊ－ＡＬＥＲＴとは・・・ 

   緊急地震速報、津波情報など、対処に時間的余裕のない事態に関する緊急情報を総務省消防

庁から市町村等に瞬時に伝達するシステムです。


